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これまでのADANの活動

日本建築設計学会は、2009年から始まった建築新人戦を運営してきたKASNET(KansalAmhitectureSchoolNetwork)を
母体として生まれたものです。さらなる拡張と活動の充実を目指して、2014年に一般社団法人化し学会組織となりました。
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一般社団法人日木建築設計学会
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※このパンフレットの情報は｀202必E8月現在のものです。
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日木建築設計学会

開くこと」 V 昧ゎうこと
専門領域と忠われがちな建築を、 旅をし、さまざまな地域の人々や

音条やア ー トのように、 文化に触れ、話り合いつつ、
祖しまれ楽しまれ語り合える デザインを支える瑞々しい

ジャンルにしよう。 感受性を養おう3

Finding common ground between 
V 

Pursuing vc1ried experiences 
architecture il n d other cu Itしral relrJted to architecture 

fields 

拓くこと 伝えること
物に、言葉に、数武1こ、 建築設計の喜びを次世代に伝え、

描画になる以前の、 チャンスを与え、個性盟かな
あるいはそれらの合わさった 設計者の吉つ社会環境を

惣像力の可能性を拓いていこう。 生み出していこう。

Expanding the possi bi I iti es Conveying the joy of 
0「archileclure designing arch i lee Lu re 

本法人は、建築設計及びその教育に固わる研究者の学術的文流と研i賛0)第の組繊化、および

蓉築設計領以における総合的な質の向上をはかり、公芥に寄与することを目的とする。

具休的には個人として強靱な思考能力と倫埋観を有する欠世代建築設計者の育成に奇与し、

建築設計の祭域に開放性を与えるとともに他箔域との連携を強化 し、建築設計学並びに

建築的里考の可鮨性を閉拓し、国際交流や旅などを選した経験と知識の蓄積と共有を行

い建築並びに建築設計を文化として味わう喜びを広く世界に知らしむることを』的とする。

一般社団法人 E本建築投91学会 定款より

［事務局 l

一般社団法人日本建築設計学会
〒530-0047 大阪市北区西天満2-8-1 大江ピルチング412号

メ ー ル：officel@adan.or.jp

www.adan.or.jp 
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竹山聖 團紀彦 槻橋修 島田陽
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山口隆 Thomas Daniell

機 構 表

総会

理事会

会長（理事長）
会長 遠藤秀平
副会長 竹口健太郎
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